





















































































































































寺名 檀家数 祈　願 菩提 寺　名 作　徳 檀徳 藤仔 末寺銭 合　計
1喜多院 120 0 り20 1金蔵寺 1己0 1己6 60 ＆5 4Z1
2一乗院 80 0 80 2常光院 6Z6 ＆5 20．0 25 ga45泉福寺 1薯．4 227 一 一 54」
3深大寺 300 0 500 4普光寺 6．2 乙3 一 一 95
4常光院 150 0 150 5新光寺 150 54 一 一 2’2．4
5泉福寺 855 19 834 6円福寺 2．6 2．5 乙1 一 ao
7普光寺 58 50120 一 2a8
6普光寺 149 69 80 8高蔵寺 a5 53 一 一 1t6
7円福寺 27 27 0 9普賢寺 α7 50 一 一 57
8普光寺 43 19 24 10林昌院 1．6 1．5 一 一 51
11観音寺 α5 91 乙22 一 12．82
9高蔵寺 140 37 103 12宝蔵寺 a8 2」 一 一 1α9
10普賢寺 200160 40 15遍照寺 50 α2 1．6 一 己8
11林昌院 81 1 80 14妙観寺 2．85 α67 57 一 Z22
合　計 1555584．47496211．0 29＆44







































































































































































































































































檀家数 菩提檀家 檀　　徳 本堂坪数 総　収．入
直　末　寺　院
煤@末　寺　院
ｷ　末　寺　院
蛛@徒　寺　院
1595軒
P455
P16．0
SZ2
122β軒
V52
Ua7
T7
95　石
S．7
E51
O．85
752坪
S2．8
S4．5
Q4．5
52．89　石
P乙38
X515
Q．74
2．菩提檀家の割合は，直末・又末・孫末までにおいては全檀家の過半数を占めているが，門徒におい
ては主として祈願である。このことは直末～孫末までにおいては葬式・仏事にその経営の比重をかけ
　ていることを示している。
5．檀家1戸あたりの檀徳は，直末・又末・孫末・門徒の順に低下し，又末は直末の約2分之1，孫末
’は約5分之1．門徒は直末のそれの約4分之1である。そのことは，直末・又末・孫末・門徒の諸寺
　院が村落内の階層秩序と結びついていたことを示している。
4．檀徳は全収入がさがるにつれて減少しているが，反面全収入の中における檀徳の割合は増加してい
　る。つまり貧乏寺院ほど櫓徳に対する依存度が高い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－651一
5．本堂の坪数は寺院規模の指標であるが，これによると，直末の規模は圧倒的に大きい。又末・孫末
　にはほとんどその差異がみられず，門徒になると一段落’ちる。
6．一応この地域において直末～門徒という本末関係が形成された時期の上限を規定しておきたい。こ
　こでは寛永末年と考えられる。その理由は．
　1）　本寺である東叡山寛永寺が建立されたのが寛永2年（1625）である。
　2）　孫末寺院は喜多院と長楽＄こ二分されるが，長楽寺の天台宗改宗の時期は寛永17年である。
　5）　直末寺院，橘樹郡遍照寺は，寛永19年（tφ42）7月東叡山末となつている。
　4．）　寛永9・10年の諸宗末寺帳において天台宗の未寺帳は存在しない。
以上のことにょり，関東において東叡山寛永寺を中心とするこのような形の本末の秩序を広く組織し
　たのは，寛永末年より遡るとは考えられない。
7．　ここにおいては経営規模の差がそのまま階層とつながっている。そしてこのことは主として寛永末
年を上限とする時期におけるそれぞれの寺院の，菩提檀家の把握の度合にかかつていると考えられる。
　勿論例外としては橘樹郡光明寺のように，享保t4年（1729）門徒から又末に上昇yている寺院
　もあげられる。
8．　門徒寺院の成立年代についてわかつているものはほとんどなく，不明の寺院が多いが，新編武蔵国
風土記にみる橘樹郡・多摩郡の中で，成立年代が確定できるものは延宝年間（1673～1680）
　がその上限である。このことから門徒寺院は寛永末年に存在しておらず，また存在していてもほとん
　ど勢力をもち得ないもので，寛永末年以降延宝期あたりにおいて，徐々にその末端に編成していかれ’
　たものではないかと思う。
9．直末から孫末えの組織化が実質的におこなわれた上限が寛永末年であるとするならば，寺請制度が
全国的に実施された時期もまたこれ以前に遡るとは必らずしもいいきれない。
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